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論文審査の結果の要旨 

小児において硬膜外麻酔で用いる局所麻酔薬の必要量は成人に比べて相対的

に多いことが知られているが、その理由は不明であった。申請者らは薬液の注

入に伴う硬膜外腔の拡張（バルーニング）が小児において顕著であるため必要

量が増す、という仮説を立て画像的に検証した。 

全身麻酔と硬膜外麻酔を併用した 0－12歳までの小児 98例を対象とした前方

視的観察研究として標準的な臨床研究手法に則り、倫理審査委員会の承認のも

と実施された。硬膜外穿刺を行い、針先が硬膜外腔に到達した後に局所麻酔を

0.5ml/kg 投与した。麻酔薬投与中に超音波診断装置で 30 秒間にわたり穿刺レベ

ルでの硬膜外腔の矢状断の動画を記録した。画像上解剖学的な指標が明確で薬

液注入による広がりが評価可能なものについて検討が行われ、硬膜外腔の幅と

年齢、BMI、薬液量、薬液注入速度との相関関係を分析している。また薬液 1ml

あたりの硬膜外腔の拡大量を評価している。成人では超音波で硬膜外腔の幅を

観察することが困難であり測定は断念し、年齢との相関をもって評価した。 

最終的に画像評価が困難な例を除外し、86 名が解析対象となった。局所麻酔

投与時に認められた硬膜外腔の幅の変化量は、年齢および薬液量と有意な正の

相関を認めた。一方で薬液 1ml あたりの硬膜外腔の幅の変化量は患者年齢と負

の相関を認めた。以上のことから、小児において硬膜のコンプライアンスが高

いことがバルーニングの一因と考えられ、相対的に薬液量が多くなる理由であ

ると考えられた。なお BMI、注入速度とは有意な相関をみとめなかった。 

審査委員会では、小児における硬膜外麻酔に必要な局所麻酔量が成人と比べ

て多くなる一因を明らかにし、より安全で有効な小児麻酔の発展に寄与する成

果をあげた点を高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位授与にふさわしいと審査員全員一

致で評価した。 
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